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観察により，体長 4.2-6.3 ㎜では卵黄が存在し，体長 6.4 ㎜以降で完全に吸収されるこ
とがわかった。ふ化時点で咽頭歯，食道，腸管は分化を始めており，粘液固有層と杯
細胞をもつ腸管は，３つの区間（anterior, middle, posterior）に分けられた。体長 7.8㎜
以降では，腸管の形状そのものに変化は見られず，粘液固有層と杯細胞が増加した。
以上の形態および組織学的な観察により，本種の初期発育段階を次の４相に定義し
た：phase A（混合摂餌期；体長 4.2-6.3㎜），B（外部栄養開始期；体長 6.4-7.7㎜），
C（変態期；体長 7.8-9.7 ㎜），および D（稚魚期；体長 9.8 ㎜以降）（以上第４
章）。 
２クローン株間の生活史特性値の比較 
 由来の異なる２つのクローン株（PAN-RS と DAN）の間で，初期成長と繁殖戦略が








た。高成長・多産の PAN-RS は，低成長・少産の DAN よりも早期に各々の発育段階
に到達した。消化酵素活性を発育段階ごとに比較したところ，クローン株間の差は見
いだせなかった。一方，行動を調べてみると，DAN は摂餌成功率と単位時間あたりの











い A. tsuensis の体サイズがこの発育段階の仔魚に適していたことと，魚の活動度の低
さに起因し，20 日令までに成長の逆転が起こったのは，魚の餌サイズ選択性が，より
大きい餌サイズに移行したためと考えた（以上第５章）。 
本研究によりマングローブ・キリフィッシュの初期生活史を初めて詳細に記載する
ことが出来た。さらに，遺伝的要因と環境要因の双方が，マングローブ・キリフィッ
シュの初期成長，行動，産卵数，性比といった生活史特性値に変異をもたらすことが
明らかになった。本研究は，R. marmoratus の生物学的な基礎知見を提供するばかりで
なく，水産増養殖研究における飼育技術改良や育種研究などのモデル生物としての可
能性を示した。 
 
